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１　令和５年度決算の要領

（１） 決算の概要

（２） 業務量

区　　分

用 水 供 給 先

用 水 供 給 水 量 千㎥ 千㎥ 千㎥

給 水 収 益 千円 千円 千円

６市、６町、１企業団、
１事務組合

６市、６町、１企業団、
１事務組合

-

当企業団では、構成団体に安全で良質な水道用水を安定的に供給するために、用

水供給事業や施設の改良・更新、耐震化等の事業を実施しています。

　用水供給事業については、筑後川流域において４月から７月までの累計では平年

値を超える降雨がありましたが、８月以降に少雨傾向となり、10月から海水淡水化

センターの生産水量を増量し対応していました。しかし、その後も筑後川水系の各

ダムの放流は続き、貯水量が減少の一途をたどるなか、２月に取水制限が課された

ことを契機に「福岡地区水道企業団 渇水対策本部」を設置しました。

　２月以降は平年値を超える降雨量があり、令和５年度は少雨と多雨の二極化が顕

著な年となりました。

　また、主要事業としては、水質管理機能の強化、下原系・夫婦石系幹線管路整

備、牛頸浄水場と海水淡水化センターの改良・更新及び福岡導水施設地震対策事業

を推進しました。

　今後も引き続き、安定的に用水供給を行うとともに、計画的・効率的な事業推進

に取り組んでまいります。

令 和 ５ 年 度 令 和 ４ 年 度 増　　減

92,102 91,839 263

11,524,485 11,448,431 76,054

－1－



（３） 損益計算書（令和５年４月１日から令和６年３月31日まで）

営 業 収 益

営 業 外 収 益

特 別 利 益

営 業 費 用

営 業 外 費 用

特 別 損 失

（４） 貸借対照表（令和６年３月31日現在）

（単位：千円）

区 分 金 額

総 収 益 （ A ） 11,870,326

差引損益（A）-（B） 159,906

10,481,764

1,386,885

1,677

総 費 用 （ B ） 11,710,420

11,573,484

126,074

10,862

（単位：千円）

資産の部 負債・資本の部

科 目 金 額 科 目 金 額

固 定 資 産 136,801,418 固 定 負 債 4,827,076

繰 延 収 益 26,669,159

流 動 資 産 9,285,093 流 動 負 債 4,835,378

剰 余 金 4,680,305

資 本 金 105,074,593

計 146,086,511 計 146,086,511

－2－



２　業務状況（令和６年４月１日から同年９月30日まで）

（１） 概況

（２） 事業報告書

上半期用水供給総水量 （単位：㎥）

令和６年度上半期 令和５年度上半期 増　減 比率（％）

福 岡 市 25,010,550 25,930,550 △ 920,000 96.5

大 野 城 市 2,934,455 2,934,455 0 100.0

筑 紫 野 市 2,667,500 2,591,900 75,600 102.9

太 宰 府 市 2,096,455 2,047,355 49,100 102.4

春日那珂川水道企業団 2,123,620 2,123,620 0 100.0

古 賀 市 1,526,780 1,526,780 0 100.0

宇 美 町 1,225,560 1,265,460 △ 39,900 96.8

志 免 町 1,261,835 1,221,935 39,900 103.3

須 恵 町 864,215 864,215 0 100.0

粕 屋 町 1,393,495 1,393,495 0 100.0

篠 栗 町 831,280 831,280 0 100.0

新 宮 町 1,023,000 1,023,000 0 100.0

宗像地区事務組合 427,370 424,981 2,389 100.6

糸 島 市 2,693,450 2,693,450 0 100.0

合 計 46,079,565 46,872,476 △ 792,911 98.3

　令和６年度上半期は、６市、６町、１企業団、１事務組合に対し、46,079,565立方メートル

（一日平均251,801立方メートル）の水道用水を供給いたしました。前年度同期に比べ、

792,911立方メートル(一日平均4,333立方メートル)、率にして1.69パーセント減少いたしまし

た。

　主要事業につきましては、「水道ビジョン2018」に基づき、管路の耐震化や施設の更新・改

良など、計画的な施設整備等を推進いたしました。

　今後も、安全で良質な水道用水を安定的に供給するため、適切な施設の維持管理と計画

的な施設整備に取り組んでまいります。

用 水 供 給 先
用水供給水量 対前年度比較

－3－



（３） 損益計算書（令和６年４月１日から令和６年９月30日まで）

営 業 収 益

営 業 外 収 益

特 別 利 益

営 業 費 用

営 業 外 費 用

特 別 損 失

（４） 貸借対照表（令和６年９月30日現在）

（５） 企業債及び一時借入金現在高（令和６年９月３０日現在）

ア 企業債の現在高

イ 一時借入金の現在高

なし

（単位：百万円）

6,254 0 720 5,534

令 和 ６ 年 度

上 半 期 末 現 在 高

令 和 ５ 年 度 末

現 在 高

令 和 ６ 年 度 上 半 期

発 行 額 償 還 額

剰 余 金 5,918,943

計 143,143,914 計 143,143,914

繰 延 収 益 26,211,343

資 本 金 105,396,977

固 定 資 産 135,332,765 固 定 負 債 4,827,076

流 動 資 産 7,811,149 流 動 負 債 789,575

金 額

総 費 用 （ B ） 4,514,390

4,465,035

49,355

0

差引損益（A）-（B） 1,238,638

（単位：千円）

資産の部 負債・資本の部

5,241,285

511,743

0

科 目 金 額 科 目

（単位：千円）

区 分 金 額

総 収 益 （ A ） 5,753,028

－4－
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